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32　なんたんミュージアム／わが家のアイドル

今月の表紙
　4月6日、日吉町生畑で開催さ
れた「ようきはったカフェ」での1
シーン。もうすぐ咲きそうな桜の
下で、春の訪れを感じながら交流
する住民らの姿がありました。
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私
た
ち
の
生
き
る
現
在
、
少
子
高
齢
化
を
は
じ

め
と
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
何
気
な
く
使
っ
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
端
技

術
は
、
日
々
進
化
し
て
お
り
、
日
々
の
生
活
や
学

校
、
会
社
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
社
会
の
急
速
な
変
化
が
予
測
さ
れ

る
中
、
魅
力
あ
る「
ふ
る
さ
と
南
丹
市
」を
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
ほ
ど
第
2
次
南
丹
市
教

育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
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計
画
の
趣
旨

　

国
は
、
教
育
基
本
法
の
理
念
の
実
現

に
向
け
、
教
育
振
興
の
道
筋
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
示
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
方
公
共
団
体
に

は
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
教
育
施
策

を
推
進
す
る
た
め
の
計
画
を
定
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
で
は
本
年
1

月
、
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

■
計
画
の
位
置
付
け

①
教
育
基
本
法
の
規
定
に
基
づ
く
、
本

市
教
育
の
振
興
の
た
め
の
施
策
に
関
す

る
基
本
的
な
計
画
と
位
置
付
け
ま
す
。

②
市
の「
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
」と
な
る

第
２
次
南
丹
市
総
合
振
興
計
画（
２
０ 

１
８
〜
２
０
２
７
年
度
）の
部
門
別
計

画
と
し
ま
す
。

③
本
市
の
実
情
に
応
じ
た
教
育
の
振
興

の
た
め
の
基
本
的
な
計
画
と
し
て
、
広

く
市
民
に
周
知
し
、
教
育
行
政
に
対
す

る
市
民
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

④
本
計
画
の
着
実
な
実
現
を
図
る
た

め
、
毎
年
度
進
捗
状
況
の
把
握
や
評
価

を
行
い
、
重
点
課
題
を
整
理
し
た
上

で
、
実
践
の
方
向
性
を「
南
丹
市
教
育

の
指
針
」（
下
図
）と
し
て
、
計
画
の
具

体
化
を
図
り
ま
す
。

■
計
画
の
期
間

　

計
画
の
期
間
は
平
成
30
年
度
か
ら
10

年
間
と
し
、
５
年
間
を
目
途
に
見
直
し

を
図
り
ま
す
。

▲10年間を見据えた第２次南丹市教育振興基本計画

▲ 年度毎に見直し、実践の方向性の具体化を
図る南丹市教育の指針

計画・指針は市教育委員会ホーム
ページから見ることができます。

年度 2018 2019 2020 2021 2022 2023 ・・・ 2027

南丹市教育振興
基本計画

南丹市教育の指針

計画期間10年間

計画見直しの目途
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南
丹
市
教
育
の

　
　
　
　
基
本
理
念

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
26
年
７

月
に
策
定
し
た
第
１
次
南
丹
市
教
育
振

興
基
本
計
画
に
よ
り
、
教
育
行
政
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
第
２
次
南
丹
市
総
合

振
興
計
画
の
策
定
を
受
け
、
第
１
次
計

画
の
見
直
し
を
図
り
、
今
後
予
想
さ
れ

る
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
、
次
代
を

創
生
し
て
い
く
市
民
の
育
成
を
目
指
し

て
、
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
持

続
可
能
な
南
丹
市
を
具
現
化
す
る
た
め

に
長
期
的
な
視
点
を
持
つ
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
基
本
理
念
と

し
て「
南
丹
市
の
目
指
す
市
民
像
」（
下

図
）の
実
現
に
向
け
、
地
域
社
会
総
が

か
り
で
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
、
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▲平成26年策定の第１次
　南丹市教育振興基本計画

Q. 次代の教育ってなんだろう？

A. そもそも、「教育＝勉強、学校」のイメージが強いで
すが、教育基本法が示す教育の
目的は「人格の完成を目指す」こ
とを言います。
　今後は、「人生100年時代」
「生涯学習時代」の到来や、AIな
どの先端技術が発達する社会を
迎えると言われています。目ま
ぐるしく変わり続ける社会で生
き抜くためには、未来を担う子
どもたちの教育とともに、今を
生きる大人も、常に学び続けて
いく必要があります。

※「第２次南丹市教育振興基本計画」１ページより

※内閣府HP「Society5.0」より

■
こ
れ
か
ら
迎
え
る
社
会

　

人
類
は
こ
れ
ま
で
に
狩
猟
社
会
、
農

耕
社
会
、
工
業
社
会
、
そ
し
て
現
在
は

情
報
社
会
を
歩
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

先
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）や
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
活
用
、
各
種
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
な
ど

の
発
達
に
よ
り
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会

「
Ｓソ
サ

イ

エ

テ

ィ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
」を
迎
え
る
と
い

わ
れ
て
お
り
、
人
々
の
生
活
環
境
に
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

す。す。す。す。
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「
南
丹
市
に
元
気
を
取
り
戻
す
」

積
極
的
な
事
業
展
開
に
臨
む
予
算

平成31年度当初予算
会計名 平成31年度 平成30年度 増減率

一般会計 232億8,000万円 209億8,500万円  10.9% 増

特別会計 111億3,389万円 108億8,030万円 2.3% 増

内　

訳

国民健康保険事業 36億7,240万円 35億7,640万円 2.7% 増

介護保険事業 42億1,840万円 41億1,070万円 2.6% 増

市営バス運行事業 9,920万円 5,720万円 73.4% 増

下水道事業 26億4,500万円 26億5,100万円  0.2% 減

土地取得事業 9万円 10万円 8.0% 減

後期高齢者医療事業 4億9,880万円 　4億8,490万円  2.9% 増

上水道事業会計 18億2,752万円 17億8,809万円 2.2% 増

合    計 362億4,141万円 336億5,339万円  7.7% 増
※金額は１万円未満、率は小数点第１位未満を四捨五入しているため、合計値が合わない場合があります。

　

平
成
31
年
度
当
初
予
算
は
、
西
村
市
長
就
任
後
初

め
て
の
当
初
予
算
編
成
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
長
公

約
に
掲
げ
た
５
つ
の
柱
を
具
現
化
す
る
施
策
な
ど
を

重
点
事
項
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
市
で
は
第

３
次
南
丹
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
確
立
す
る
取
り

組
み
を
加
え
て
、「
南
丹
市
に
元
気
を
取
り
戻
す
」ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

■
子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
、
若
者
が
定
住
で

き
る
ま
ち
づ
く
り

■
農
業
振
興
や
企
業
誘
致
に
よ
る
産
業
に
活
気

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

■
福
祉
や
防
災
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し

を
守
る
ま
ち
づ
く
り

■
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

■
教
育
・
文
化
の
振
興
と
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り

■
行
財
政
改
革
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り

◆
一
般
会
計
歳
出
予
算

　

昨
年
度
と
比
較
し
、
22
億
9
5
0
0 

万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
主
に
普
通
建

設
事
業
費
な
ど
の
投
資
的
経
費
の
ほ

か
、
物
件
費
な
ど
が
大
き
く
増
加
し
て

い
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
と
予
算
額
】

　

本
年
度
に
実
施
す
る
主
な
取
り
組
み

と
予
算
額
を
、
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
事

項
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

①
保
育
所
管
理
運
営
費

1
億
6
8
4
0
万
4
千
円

②
児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業

1
億
1
4
7
0
万
9
千
円

　
「
八
木
せ
き
れ
い
東
」「
園
部
た
ん
ぽ

ぽ
」放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、

施
設
の
新
設
を
図
り
ま
す
。

③
定
住
促
進
事
業

8
5
4
8
万
1
千
円

　
「
住
み
続
け
た
い
」「
住
ん
で
み
た
い
」

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
効

果
的
な
情
報
発
信
を
行
い
、
定
住
人

口
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
、

若
者
が
定
住
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

重
点
事
項

【特集2】
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④
バ
ス
運
行
事
業

1
億
1
5
6
3
万
3
千
円

　

園
部
駅
西
口
と
新
光
悦
村
を
結
ぶ
新

路
線「
新
光
悦
村
線（
仮
称
）」と
農
芸
高

校
の
通
学
に
対
応
し
た
新
系
統「
農
芸

線（
仮
称
）」を
開
設
し
ま
す
。

⑤
山
陰
本
線
駅
舎
等
整
備
事
業

4
億
3
9
0
5
万
円

　

J
R
八
木
駅
舎
の
改
築
と
東
西
を
つ

な
ぐ
自
由
通
路
の
建
設
、
J
R
園
部
駅

東
口
駅
前
広
場
の
整
備
を
行
い
、定
住
促

進
や
利
便
性
向
上
な
ど
を
図
り
ま
す
。

⑥
道
路
新
設
改
良
事
業

2
億
3
1
0
0
万
円

⑦
京
野
菜
等
産
地
育
成
事
業

 

3
3
7
6
万
3
千
円

　

京
野
菜
を
中
心
と
し
た
園
芸
作
物
振

興
の
た
め
、
機
械
や
施
設
、
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
の
新
設
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

⑧
中
山
間
直
接
支
払
事
業

 

7
0
6
3
万
8
千
円

　

条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
の
集
落

内
で
地
域
協
定
を
締
結
し
、
農
地
の
保

全
活
動
に
取
り
組
む
団
体
を
支
援
し
ま

す
。

⑨
南
丹
市
が
ん
ば
る
農
業
応
援
事
業

3
4
2
6
万
6
千
円

　

認
定
農
業
者
や
認
定
新
規
就
農
者
、

農
家
組
合
な
ど
に
対
し
、
農
業
機
械
の

導
入
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

⑩ 

多
面
的
機
能
支
払
事
業 
　

1
億
5
8
9
6
万
8
千
円

　

農
村
や
農
業
の
多
面
的
な
機
能
を
維

持
・
発
揮
す
る
た
め
、
共
同
で
行
う
農

地
維
持
活
動
や
、
地
域
資
源
の
向
上
活

動
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

⑪
土
地
改
良
事
業

4
4
6
4
万
8
千
円

⑫
林
道
・
作
業
道
事
業

2
0
6
0
万
7
千
円

⑬
野
生
鳥
獣
被
害
総
合
対
策
事
業

　
9
7
6
4
万
2
千
円

　

サ
ル
の
農
作
物
被
害
に
つ
い
て
、
遠

隔
操
作
が
で
き
る
捕
獲
檻
の
購
入
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

⑭
京
都
新
光
悦
村
推
進
事
業

2
2
5
5
万
8
千
円

⑮
観
光
宣
伝
事
業

3
2
5
8
万
2
千
円

　

京
都
市
内
を
中
心
と
し
た
京
都
観
光

で
は
な
く
、
も
う
ひ
と
つ
の
京
都
観
光

と
し
て
、
外
国
人
観
光
客
に
向
け
た
情

報
発
信
を
し
ま
す
。

⑯
地
域
福
祉
推
進
事
業

7
3
7
7
万
8
千
円

　

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
社
会
福
祉
法

人
な
ど
が
実
施
す
る
地
域
貢
献
事
業
に

補
助
金
の
交
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

⑰
妊
産
婦
健
康
診
査
事
業

2
2
4
5
万
7
千
円

　

妊
産
婦
の
健
康
を
守
る
た
め
、
妊
婦

の
健
康
診
査
と
産
後
の
産
婦
検
診
の
助

成
を
行
い
ま
す
。

⑱
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

3
5
9
万
6
千
円

　

市
民
の
健
康
へ
の
関
心
を
高
め
る
た

め
、
健
康
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
（
健
康
伝
道

師
）の
養
成
を
行
い
ま
す
。

⑲
予
防
接
種
事
業

9
3
8
9
万
5
千
円

⑳ 

公
設
民
営
診
療
所
施
設
管
理
助
成
事

業
　
　
　
　
　
　3
5
6
6
万
6
千
円

㉑
医
療
対
策
審
議
会
運
営
費15

万
6
千
円

　

美
山
地
域
住
民
の
医
療
受
診
機
会
を

▲事業を活用して導入されたトラクター

▲かやぶきの里を訪れる台湾からの観光客

農
業
振
興
や
企
業
誘
致
に
よ
る

産
業
に
活
気
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

福
祉
や
防
災
な
ど
、安
全
で

　
　

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

ま
ち
づ
く
り
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確
保
す
る
た
め
、
今
後
の
美
山
地
域
の

医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
、
審
議

を
行
い
ま
す
。

㉒
特
定
空
き
家
等
対
策
事
業12

万
6
千
円

　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
、
計
画
の
策
定
を
進

め
る
た
め
の
検
討
会
議
を
設
置
し
ま

す
。

㉓
住
宅
耐
震
化
事
業

8
1
0
万
円

㉔
消
防
団
活
動
拠
点
施
設
整
備
事
業

4
9
1
万
1
千
円

㉕
防
災
施
設
整
備
事
業

1
2
7
9
万
4
千
円

　

近
年
多
発
す
る
豪
雨
災
害
に
対
し
、

迅
速
な
避
難
に
つ
な
げ
る
た
め
、
河
川

監
視
カ
メ
ラ
の
増
設
な
ど
を
行
い
ま

す
。

㉖
防
災
推
進
事
業

1
1
5
4
万
3
千
円

　

収
容
避
難
所
な
ど
で
提
供
す
る
非
常

食
や
防
災
備
蓄
品
を
購
入
し
ま
す
。
ま

た
内
水
に
よ
る
浸
水
被
害
の
縮
小
を
図

る
た
め
、
移
動
式
排
水
ポ
ン
プ
を
導
入

し
ま
す
。

㉗
防
災
訓
練
事
業

5
6
8
万
円

　

市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災
関

係
機
関
の
連
携
強
化
や
実
務
の
習
得
を

図
る
た
め
、
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

㉘
南
丹
市
魅
力
創
出
事
業

1
9
2
5
万
4
千
円

　

園
部
藩
の
立
藩
4
0
0
年
を
迎
え
、

節
目
の
年
を
契
機
と
し
て
観
光
資
源
の

発
掘
や
歴
史
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
知
名
度
向

上
や
定
住
・
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

た
め
、
市
の
P
R
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。

㉙
環
境
計
画
推
進
事
業

1
5
1
5
万
6
千
円

㉚
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業

2
億
9
3
0
3
万
1
千
円

㉛
適
応
指
導
教
室
管
理
運
営
事
業

6
0
3
万
円
4
千
円

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
登
校
し
づ
ら
い

ま
た
は
、
そ
の
傾
向
に
あ
る
児
童
や
生

徒
、
保
護
者
を
対
象
に
指
導
や
相
談
支

援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

32
小
学
校
管
理
費

3
2
3
2
万
5
千
円

33
中
学
校
管
理
費

2
0
3
3
万
5
千
円

34 

安
全
・
安
心
な
学
校
教
育
環
境
整
備

事
業

（
小
学
校
）5
億
4
2
8
0
万
1
千
円

（
中
学
校
）　
　
　
9
4
6
万
3
千
円

35
社
会
教
育
施
設
改
修
事
業

　
5
億
2
7
3
0
万
円

　

耐
震
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
、
園
部

公
民
館
の
耐
震
補
強
や
大
規
模
改
修
、

八
木
支
所
機
能
移
転
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

36
市
有
財
産
処
分
等
促
進
事
業

2
4
0
1
万
9
千
円

　

3
月
に
策
定
し
た
南
丹
市
公
共
施
設

再
配
置
計
画
に
基
づ
き
、
施
設
の
集
約

や
複
合
化
な
ど
の
再
編
を
進
め
、
維
持

し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
施
設
に
つ
い

て
、
適
切
な
維
持
管
理
な
ど
を
定
め
た

公
共
施
設
個
別
長
期
保
全
計
画
の
策
定

を
行
い
ま
す
。

◆
一
般
会
計
歳
入
予
算

　

22
億
9
5
0
0
万
円
増
加
し
て
い
ま

す
。
主
な
要
因
と
し
て
、
府
支
出
金
や

繰
入
金
、
市
債
な
ど
の
増
加
に
よ
る
も

の
で
す
。

市
税
　
　
　
　
40
億
3
4
9
万
1
千
円

譲
与
税
等
交
付
金

9
億
9
2
9
0
万
円

地
方
交
付
税

　
　
　 

88
億
5
千
万
円

使
用
料
、
負
担
金
な
ど

 

　
　
　
　

9
億
3
3
0
9
万
4
千
円

国
庫
支
出
金
・
府
支
出
金

 

　
　
　
35
億
2
3
3
8
万
8
千
円

繰
入
金

　
　
21
億
1
4
1
2
万
7
千
円

繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
億
円

市
債

　
　
　 

　  

27
億
6
3
0
0
万
円

教
育
・
文
化
の
振
興
と

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
個
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

行
財
政
改
革
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り

▶
平
成
29
年
度
南
丹
市
総
合
防
災
訓
練
の
様
子
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Topics
国
の
重
要
機
関
へ
の
要
望
活
動

―
各
省
庁
へ
の
要
望
活
動
―

　

昨
年
7
回
に
わ
た
り
国
へ
の
要
望
を

続
け
て
き
た
西
村
市
長
は
、2
月
13
日
、

財
務
省
や
内
閣
府
を
訪
問
し
、財
源
や
地

方
創
生
な
ど
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
3
月
18
日
に
は
、
西
村
市
長

と
木
村
教
育
長
が
文
部
科
学
省
に
訪
問

し
、
市
教
育
委
員
会
に
関
連
す
る
予
算

要
望
を
行
い
ま
し
た
。
各
省
庁
と
も
、

市
政
・
教
育
行
政
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
、
情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

定
住
促
進
に
向
け
て
連
携
強
化

―
南
丹
市
内
郵
便
局
と
の

 

地
方
創
生
に
関
す
る
協
定
調
印
式
―

　

3
月
11
日
、
定
住
促
進
や
地
域
経
済

の
活
性
化
な
ど
を
目
的
に
、
市
内
郵
便

局
と
の
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
11
郵
便
局
で
移
住

希
望
者
に
対
す
る
地
域
の
相
談
窓
口
を

担
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
全
国
で
も
先

進
的
な
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

調
印
に
際
し
、
西
村
市
長
は「
地
域

に
根
付
い
た
機
関
で
あ
る
郵
便
局
で
市

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
い
た
だ
き
、
移
住
者
に

選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
た
い
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

▲（右）稲
いな

山
やま

博
ひろ

司
し

地方創生総括官、
　（左）永

なが

岡
おか

桂
けい

子
こ

文部科学副大臣と面会

▲ 市内11郵便局を代表してサインした園部船阪郵便局の小寺増夫局
長（左）と西村市長（右）

▲式典であいさつする桐野茂社長　

▲力強く宣誓をする新入団員

充
実
し
て
い
く
京
都
新
光
悦
村

―
株
式
会
社
ク
リ
ス
タ
ル
光
学

 

京
都
第
二
工
場
建
設
工
事
起
工
式
―

　

3
月
22
日
、
京
都
新
光
悦
村
で
株
式

会
社
ク
リ
ス
タ
ル
光
学
京
都
第
二
工
場

の
建
設
が
決
定
し
、
起
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
社
は
滋
賀
県
に
本
社
を
持

ち
、
金
属
な
ど
の
研
磨
加
工
技
術
や
航

空
機
の
部
品
な
ど
に
関
し
て
活
躍
さ
れ

て
お
り
、
平
成
21
年
に
も
京
都
新
光
悦

村
内
に
進
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

起
工
式
で
は
、
桐き
り

野の

茂し
げ
る

社
長
ら
を
は

じ
め
、
関
係
者
ら
約
30
人
が
出
席
し
、

工
事
の
無
事
完
成
を
祈
り
ま
し
た
。
京

都
第
二
工
場
は
令
和
元
年
8
月
完
成
、

9
月
操
業
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
の
さ
ら
な
る
発
展
へ

―
平
成
31
年
度
南
丹
市

消
防
団
入
退
団
式
―

　

4
月
1
日
、
国
際
交
流
会
館
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
で
、
平
成
31
年
度
南
丹
市
消

防
団
入
退
団
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
長

年
に
わ
た
り
地
域
防
災
の
中
心
と
し
て

活
躍
い
た
だ
い
た
46
人
が
退
団
さ
れ
、

新
た
に
42
人
が
入
団
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
西
村
市
長
か
ら「
地
域
防

災
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
、
力
を
存
分

に
発
揮
し
て
ほ
し
い
」と
新
入
団
員
に

激
励
。
辞
令
を
受
け
た
新
入
団
員
か
ら

は「
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め

に
尽
力
す
る
」と
力
強
く
宣
誓
さ
れ
ま

し
た
。
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さらなる活躍を期待し、功績を表彰
－ 平成30年度南丹市スポーツ・文化賞表彰式 －

　2月16日、スポーツ・文化賞表彰式が国際交流会館で開催されました。スポーツや文化芸術の分野
において優れた成績を収められた団体や個人が表彰されました。
　各種表彰を受賞された方々を紹介します。

賞 受賞者数

優秀スポーツ賞 団体：4
個人：31

スポーツ賞 団体：3
個人：12

優秀文化賞 団体：2
個人：17

文化賞 団体：7
個人：23

翔け賞（スポーツの部） 団体：6
個人：11

翔け賞（文化の部） 団体：1
個人：30

功労賞 個人：4

　スポーツ大会などにおいて、特に優秀な成績
を収めた方々を表彰
団体／一般の部 
南 丹市グラウンド・ゴルフ協会八木Ａ（南丹市グラウ
ンド・ゴルフ協会）…第29回京都府グラウンド・ゴ
ルフ協会秋季交歓大会団体の部優勝

南 丹市選抜女子（南丹市バレーボール協会）…平成30
年度ファイテンカップ第15回オールエイジフェステ
ィバル６人制バレーボール大会女子の部優勝

団体／高校生の部　　　　　　　　　　　　　　
丹 波支援学校高等部チーム（丹波支援学校）…第３回
南山城ボッチャ交流大会優勝

団体／中学生の部　　　　　　　　　　　　　　
南丹市立園部中学校野球部（園部中）…平成30年度第
　31回京都府中学校軟式野球秋季大会優勝

個人／一般の部　　　　　　　　　　　　　　　
福 山　智子（立命館大３年）…日本ウインドサーフィ
ン協会主催2018年度関西選手権第３戦個人の部レデ
ィース３位

青 山　吉彦（明治国際医療大３年）…第75回全日本医
歯薬獣医大学対校陸上競技選手権大会走り幅跳び優
勝

個人／高校生の部　　　　　　　　　　　　　　　
下 村　海渡（乙訓高３年）…第71回京都府高等学校陸
上競技対校選手権大会ハンマー投げ２位、同市内ブ
ロック予選会砲丸投げ２位、第71回京都府高等学校
総合体育大会（市内ブロック）ハンマー投げ１位、第
13回京都府国立・公立高等学校陸上競技選手権大会
ハンマー投げ１位

今 井　朋香（園部高２年）…第71回京都府高等学校総
合体育大会ライフル射撃の部 ビームピストル40発
競技女子の部１位、平成30年度近畿高等学校秋季ラ
イフル射撃競技選手権大会ビームピストル女子40発
競技５位

大 串　明日香（園部高２年）…平成30年度近畿高等学
校春季ライフル射撃競技選手権大会ビームピストル
女子40発競技２位、同秋季ライフル射撃競技選手権
大会ビームピストル女子40発競技３位

笠 原　達也（園部高２年）…平成30年度第20回京都府
高等学校ライフル射撃選手権大会エアライフル男子
60発競技１位

谷 口　莉央（園部高２年）…第71回京都府高等学校総
合体育大会ライフル射撃の部ビームピストル40発競
技男子の部２位、平成30年度第20回京都府高等学校
ライフル射撃選手権大会ビームピストル男子60発競
技１位、平成30年度近畿高等学校秋季ライフル射撃
競技選手権大会 ビームピストル男子60発競技５位

中 川　未彩紀（園部高２年）…平成30年度第56回全国
高等学校ライフル射撃競技選手権大会10ｍエアライ
フル少年女子立射40発競技出場、平成30年度第20回
京都府高等学校ライフル射撃選手権大会エアライフ
ル女子40発競技１位

優秀スポーツ賞
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福 原　向葵（園部高２年）…第71回京都府高等学校総
合体育大会　ライフル射撃の部ビームピストル40発
競技女子の部２位、第73回国民体育大会「福井しあわ
せ元気国体」ライフル射撃競技 ビームピストル少年
女子40発競技出場、平成30年度第20回京都府高等学
校ライフル射撃選手権大会ビームピストル女子40発
競技１位、平成30年度近畿高等学校秋季ライフル射
撃競技選手権大会ビームピストル女子40発競技２位

湊 　綾夏（園部高２年）…平成30年度第56回全国高等
学校ライフル射撃競技選手権大会10ｍエアライフル
少年女子立射40発競技出場、平成30年度第20回京都
府高等学校ライフル射撃選手権大会エアライフル女
子40発競技２位、平成30年度近畿高等学校秋季ライ
フル射撃競技選手権大会10ｍエアライフル少年女子
40発競技３位

矢 野　歌恋（園部高２年）…第71回京都府高等学校総
合体育大会ライフル射撃の部ビームライフル40発競
技女子の部１位、平成30年度第20回京都府高等学校
ライフル射撃選手権大会ビームライフル女子40発競
技３位

西 田　昂洋（園部高３年）…平成30年度近畿高等学校
春季ライフル射撃競技選手権大会10ｍエアライフル
男子60発競技２位、第71回京都府高等学校総合体育
大会ライフル射撃の部エアライフル60発競技男子の
部優勝、第73回国民体育大会「福井しあわせ元気国
体」ライフル射撃の部10ｍエアライフル少年男子立
射60発競技８位入賞

船 越　宝（園部高３年）…第71回京都府高等学校総合
体育大会ライフル射撃の部エアライフル40発競技女
子の部１位、平成30年度近畿高等学校春季ライフル
射撃競技選手権大会10ｍエアライフル女子40発競技
６位

八 木下　哲平（農芸高１年）…第２回関西高等学校秋
季クラシックパワーリフティング選手権大会男子74
㎏級２位

山 崎　理祥（農芸高１年）…第５回関西高等学校クラ
シックパワーリフティング選手権大会男子53㎏級１
位、第２回関西高等学校秋季クラシックパワーリフ
ティング選手権大会男子59㎏級１位

金 子　万生（農芸高２年）…第５回関西高等学校クラ
シックパワーリフティング選手権大会男子105㎏級
１位、第36回全日本高等学校パワーリフティング選
手権大会男子＋93kg級３位

野 村　翔馬（農芸高２年）…第５回関西高等学校クラ
シックパワーリフティング選手権大会男子66㎏級１
位

松 本　葵（農芸高２年）…第５回関西高等学校クラシ
ックパワーリフティング選手権大会女子72㎏級２
位、第36回全日本高等学校パワーリフティング選手
権大会女子72kg級２位、世界パワーリフティング
選手権大会サブジュニア女子72㎏級６位

大 槻　諒也（農芸高３年）…第５回関西高等学校クラ
シックパワーリフティング選手権大会男子59㎏級２
位、第36回全日本高等学校パワーリフティング選手
権大会男子59㎏級６位

岸 本　琉一（農芸高３年）…第５回関西高等学校クラ
シックパワーリフティング選手権大会男子74kg級
１位、第36回全日本高等学校パワーリフティング選
手権大会男子74㎏級６位、第２回関西高等学校秋季
クラシックパワーリフティング選手権男子74㎏級１
位

木 下　アンディ　海（農芸高３年）…第５回関西高等
学校クラシックパワーリフティング選手権大会男子
83㎏級２位、第２回関西高等学校秋季クラシックパ
ワーリフティング選手権男子93㎏級１位

中 野　隆聖（農芸高３年）…第２回関西高等学校秋季
クラシックパワーリフティング選手権男子105㎏級
１位

小 林　優衣香（北桑田高美山分校２年）…平成30年度
第53回全国高等学校定時制通信制陸上競技大会女子
走高跳決勝進出、同女子円盤投げ決勝進出、平成30
年度第54回近畿高等学校定時制通信制課程体育大会
陸上競技フィールド女子走高跳１位、同円盤投げ３
位
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石 田　唯（北桑田高１年）…第14回全国ジュニア自転
車競技大会女子ジュニア＋Ｕ17優勝、第53回全国都
道府県対抗自転車競技大会女子ロードレース８位

岡 本　勝哉（北桑田高１年）…第53回全国都道府県対
抗自転車競技大会１kmタイムトライアル２位、同
チームパシュート２位、第39回アジア自転車競技選
手権大会ジュニア男子４kmチームパシュート優勝

笹 野　純花（丹波支援学校高等部１年）…第38回全京
都障害者総合スポーツ大会陸上競技大会の部1500ｍ
１位

平 井　雷斗（丹波支援学校高等部１年）…第38回全京
都障害者総合スポーツ大会陸上競技大会の部100ｍ
１位

竹 内　健太（丹波支援学校高等部３年）…京都障害者
フライングディスク競技大会2018ディスタンスメン
ズ・スタンディング１位

個人／中学生の部　　　　　　　　　　　　　　
雨 宮　興門（八木中１年）…平成30年度第32回男子全
国中学生ウエイトリフティング競技選手権大会69㎏
級５位

個人／小学生の部　　　　　　　　　　　　　　
山 田　碧美（美山小６年）…日清食品カップ第34回全
国小学生陸上競技交流大会女子走幅跳16位、第34回
京都府小学生陸上競技選手権大会女子走幅跳優勝

隅 田　一嶺（園部小６年）…第48回京都府青少年剣道
錬成大会小学校団体の部優勝、平成30年度久御山町
総体剣道大会小学校高学年の部優勝

団体／一般の部　　　　　　　　　　　　　　
南 丹市マスターズ女子（南丹市バレーボール協会）…
第41回京都府民総合体育大会市町村交流マスターズ
大会バレーボール競技女子の部３位

ゲ ートボール競技男子の部南丹市代表チーム（南丹市
スポーツ協会）…第41回京都府民総合体育大会ゲー
トボール競技男子の部３位

団体／中学生の部　　　　　　　　　　　　　　
南 丹市立園部中学校サッカー部（園部中）…平成30年
度京都府中学校総合体育大会サッカーの部２位

個人／高校生の部　　　　　　　　　　　　　　
津 田　向陽（南丹市サッカー協会）…第73回国民体育
大会「福井しあわせ元気国体」団体サッカー競技少年
男子京都府代表

臼 井　拓海（園部高２年）…平成30年度第56回全国高
等学校ライフル射撃競技選手権大会ビームライフル
少年男子立射60発競技出場、平成30年度第20回京都
府高等学校ライフル射撃選手権大会ビームライフル
男子60発競技２位

岡 田　壽心（園部高２年）…平成30年度第20回京都府
高等学校ライフル射撃選手権大会ビームライフル男
子60発競技３位

河 野　友梨（園部高２年）…平成30年度第20回京都府
高等学校ライフル射撃選手権大会ビームピストル女
子40発競技３位

高 原　彩奈（園部高２年）…平成30年度京都府高等学
校春季ライフル射撃大会ビームライフル女子40発競
技８位、平成30年度第56回全国高等学校ライフル射
撃競技選手権大会ビームライフル立射40発競技女子
出場

西 田　早耶香（園部高２年）…平成30年度第56回全国
高等学校ライフル射撃競技選手権大会ビームライフ
ル立射40発競技女子出場、平成30年度近畿高等学校
秋季ライフル射撃競技選手権大会10ｍエアライフル
少年女子40発競技５位

松 木　結菜（園部高２年）…平成30年度第56回全国高
等学校ライフル射撃競技選手権大会ビームライフル
少年女子立射40発競技出場、平成30年度第20回京都
府高等学校ライフル射撃選手権大会ビームライフル
女子40発競技５位

中 川　友香梨（園部高３年）…平成30年度京都府高等
学校春季ライフル射撃大会エアライフル女子40発競
技２位、平成30年度第56回全国高等学校ライフル射
撃競技選手権大会10ｍエアライフル少年女子立射40
発競技出場

益 田　太朗（北桑田高美山分校４年）…平成30年度第
53回全国高等学校定時制通信制陸上競技大会男子
800ｍ予選出場、同男子４×400ｍ予選出場

個人／中学生の部　　　　　　　　　　　　　　
小 島　耀雅（八木中２年）…第64回全日本中学校通信
陸上競技大会京都大会男子四種競技３位

尾 花　海斗（八木中３年）…平成30年度京都府中学校
総合体育大会陸上競技の部男子四種競技３位

個人／小学生の部　　　　　　　　　　　　　　
和 久田　有将（剛柔流空手道小寺道場）…第２回京都
府空手道スポーツ少年団交流大会小学４年生男子個
人組手準優勝

スポーツ賞
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　文化・芸術の分野において、特に優秀な成績
を収めた方々を表彰
団体／高校生の部　　　　　　　　　　　　　　
京 都府立農芸高等学校草花部（農芸高）…第35回日本
菊花全国大会三本立花壇の部アメリカ領事館賞（フ
ァン投票１位）、同貝塚市長賞

団体／中学生の部　　　　　　　　　　　　　　
南 丹市立園部中学校吹奏楽部（園部中）…第55回京都
府吹奏楽コンクール中学校の部Ｂ金賞

個人／一般の部　　　　　　　　　　　　　　
西 川　マーラ　勝美…第21回ふくい風花随筆文学賞　
一般の部優秀賞、第24回「小諸・藤村文学賞」一般の
部優秀賞、第9回「おいしい記憶」コンテスト優秀賞、
第48回各務原市文芸祭現代詩の部文芸祭賞

個人／高校生の部　　　　　　　　　　　　　　
川 﨑　佑梨乃（園部高１年）…第11回京都府高等学校
英語スピーチコンテスト１位

桐 野　愛加（園部高１年）…第12回京都丹波美術工芸
教育展府立学校立体作品の部京都府知事賞　

山 田　小奈実（園部高３年）…平成29年度グローバル
ネットワーク京都論文コンテスト最優秀賞

大 西　陽生郎（農芸高２年）…第13回若年者ものづく
り競技大会造園職種銅賞

小 林　瑠里（農芸高２年）…平成30年度京都府学校農
業クラブ連盟緑の学園家畜審査競技会乳牛の部最優
秀賞、同和牛の部優秀賞

安 楽　みなみ（農芸高３年）…第69回京都府学校農業
クラブ連盟大会意見発表の部分野Ⅰ類最優秀、第66
回近畿学校農業クラブ連盟大会意見発表の部分野Ⅰ
類優秀

中 野　翠華（農芸高３年）…平成30年度京都府学校農
業クラブ連盟家畜審査競技会和牛の部最優秀賞

湯 浅　きずな（北桑田高３年）…第69回京都府学校農
業クラブ連盟大会意見発表の部分野Ⅲ類最優秀、第
66回近畿学校農業クラブ連盟大会意見発表の部分野
Ⅲ類優秀

個人／中学生の部　　　　　　　　　　　　　　
高 屋　瞳華（園部中３年）…北朝鮮人権侵害問題啓発
週間・作文コンクール2018中学生部門優秀賞

谷 口　音愛（園部中３年）…第12回京都丹波美術工芸
教育展中学校平面作品の部京都府知事賞

個人／小学生の部　　　　　　　　　　　　　　
後 藤　福来（園部小３年）…第９回農と水と環境を守
る子ども絵画コンクール小学校低学年以下の部京都
府知事賞

笠 川　佑希乃（園部小５年）…第25回大阪CITYけん
玉道選手権大会Ｂクラス優勝

越 浦　綾音（園部小６年）…平成30年度京都府統計グ
ラフコンクール京都府知事賞

中 田　朝陽（園部第二小１年）…平成30年度愛鳥週間
ポスターコンクール最優秀賞

大 内　結愛（八木東２年）…平成30年度第14回京都丹
波キッズふれあい駅伝ポスター最優秀賞、第４回京
都府PTA協議会「三行詩」個人賞小学生の部京都府
PTA協議会会長賞

岩 瀬　玉青（美山小６年）…第10回中部日本アマチュ
アギターコンクールジュニアの部１位

団体／高校生の部　　　　　　　　　　　　　　
京 都府立園部高等学校吟詠剣詩舞部…第42回全国高等
学校総合文化祭長野大会吟詠剣詩舞部部門優良賞、
京都府高等学校文化連盟賞

京 都府立農芸高等学校環境部…平成30年度京都府学校
農業クラブ連盟平板測量競技会優秀

京 都府立農芸高等学校造園部…第56回技能五輪全国大
会造園職種敢闘賞

京 都府立農芸高等学校畜産部…第９回全日本ブラック
アンドホワイトショウTMFダンスウィズマリリン
マックス第５部未経産クラス４位

京 都府立農芸高等学校農産バイオ科草花コース…第69
回京都府学校農業クラブ連盟大会プロジェクト発表
の部分野Ⅲ類優秀

京 都府立農芸高等学校農産バイオ科作物コース…第69
回京都府学校農業クラブ連盟大会プロジェクト発表
の部分野Ⅰ類優秀

団体／小学生の部　　　　　　　　　　　　　　
胡 麻郷小学校将棋チーム…文部科学大臣杯第14回小・
中学校将棋団体戦京都府大会３位

優秀文化賞

文化賞
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個人／高校生の部　　　　　　　　　　　　　　
高 橋　怜奈（園部高２年）…第12回「北方領土と私たち」
作文コンクール北方領土問題対策協会理事長賞

妹 尾　なつみ（園部高３年）…平成29年度グローバル
ネットワーク京都論文コンテスト佳作

石 塚　優花（農芸高２年）…平成30年度京都府学校農
業クラブ連盟家畜審査競技会和牛の部優秀賞、同乳
牛の部優秀賞

森 本　晴仁（農芸高２年）…平成30年度京都府学校農
業クラブ連盟家畜審査競技会和牛の部優秀賞

山 口　美早紀（農芸高２年）…平成30年度京都府学校
農業クラブ連盟家畜審査競技会和牛の部優秀賞、同
乳牛の部優秀賞

大 槻　諒也（農芸高３年）…平成30年度京都府学校農
業クラブ連盟家畜審査競技会乳牛の部優秀賞

大藤　真敬（農芸高３年）…第69回日本学校農業クラ
ブ連盟全国大会家畜審査競技会肉牛の部優秀賞、平成
30年度京都府学校農業クラブ連盟家畜審査競技会和牛
の部優秀賞

小 嶋　一輝（農芸高３年）…平成30年度京都府学校農
業クラブ連盟家畜審査競技会和牛の部優秀賞

佐 藤　辰（農芸高３年）…第69回京都府学校農業クラ
ブ連盟大会意見発表の部分野Ⅲ類優秀

山﨑　悠生（農芸高３年）…平成30年度京都府学校農
業クラブ連盟家畜審査競技会和牛の部優秀賞

川 戸　杏優（亀岡高１年）…第60回JA共済京都府小・
中学生書道コンクール条幅の部金賞、北野天満宮　
當宮奉納天満書家庭の部金賞

山 口　大介（北桑田高２年）…平成30年度森林・林業
交流研究発表会森林総合研究所関西支所長賞

石田　力（丹波支援学校高等部２年）…第12回京都丹
波美術工芸教育展府立学校平面作品の部京都府教育委
員会教育長賞

個人／中学生の部　　　　　　　　　　　　　　
藤 内　空菜（園部中２年）…平成29年度北方領土に関
する全国スピーチコンテスト奨励賞

大 西　前（美山中１年）…第15回もみじ遊山「新・北桑
展」南丹市長賞

石 田　明梨（美山中２年）…平成30年度「京都府内産木
材もくもくコンクール」中学校の部南丹市長賞

外 田　悠生（美山中３年）…平成30年度第６回小論文
グランプリＢ分野入選

寺 井　萌笑（美山中３年）…平成30年度第40回少年の
主張京都府大会京都府青少年育成協会会長奨励賞

西 尾　日菜多（美山中３年）…第７回子ども読書本の
しおりコンテスト優秀賞

個人／小学生の部　　　　　　　　　　　　　　
東 野　咲菜（園部小４年）…第37回京都新聞書き初め
展京都府教育委員会教育長賞

米 津　有悠（園部第二小５年）…第12回KJS杯京都ジ
ュニア将棋大会小学生高学年の部３位

森 山　隼人（八木西小６年）…京都新聞小・中学生新
聞コンクール2018京都新聞賞

竹 内　遼（丹波支援学校小学部３年）…第12回京都丹
波美術工芸教育展府立学校立体作品の部京都府教育
委員会教育長賞

　小学校在学中に、特に優秀な成績を収めた
方々を表彰
団体　　　　　　　　　　　　　　  スポーツの部
園 部小学校…第14回京都丹波キッズふれあい駅伝駅伝
競走の部優勝

園 部小学校Ａチーム…平成30年度南丹・船井小学校駅
伝競走大会優勝

八 木東小学校Ａチーム…平成30年度南丹・船井小学校
駅伝競走大会準優勝

胡 麻郷小学校男子リレーチーム…第34回京都府小学生
陸上競技選手権大会丹波予選会男子４×100ｍリレ
ー優勝

美 山小学校女子リレーチーム…第34回京都府小学生陸
上競技選手権大会女子４×100ｍリレー６位

胡 麻ヤンチャーズ（学童Ａの部）…第13回口丹波軟式
少年野球連盟会長杯争奪大会優勝、第10回コイケヤ
杯争奪少年野球大会優勝、第37回園部ライオンズク
ラブ杯争奪軟式少年野球大会準優勝、第40回西京都
会長杯争奪少年野球大会３位、第13回南丹市長杯争
奪大会３位、第12回口丹波スポーツ少年団軟式野球
交流大会３位、平成30年度口丹波軟式少年野球連盟
秋季大会３位、平成30年度京都府北部少年野球春季
大会第３位

翔け賞
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胡 麻ヤンチャーズ（学童Ｂの部）…平成30年度口丹波
軟式少年野球連盟秋季大会３位

胡 麻ヤンチャーズ（学童Ｃの部）…第37回園部ライオ
ンズクラブ杯争奪軟式少年野球大会優勝、平成30年
度口丹波軟式少年野球連盟秋季大会準優勝、第40回
亀岡市長旗争奪少年野球大会３位

個人　　　　　　　　 　　　　スポーツの部
大 前　志織（園部小５年）…平成30年度南丹・船井小
学校駅伝競走大会持久走の部女子１位　　

馬 場　駿介（園部小５年）…平成30年度南丹・船井小
学校駅伝競走大会持久走の部男子１位　

人 見　真由（園部小６年）…第14回京都丹波キッズふ
れあい駅伝持久走の部女子１位、平成30年度南丹・
船井小学校駅伝競走大会第２区１位

黒 田　脩平（八木町剣道スポーツ少年団）…第37回南
丹船井少年少女剣道大会小学３年生以下の部優勝

森 山　隼人（八木町剣道スポーツ少年団）…第37回南
丹船井少年少女剣道大会小学６年生の部優勝

木 村　大和（殿田小５年）…第13回南丹市小学生陸上
運動交歓記録会持久走（800ｍ）５年男子１位

吉 田　あいみ（殿田小５年）…第13回南丹市小学生陸
上運動交歓記録会ソフトボール投げ５年女子１位

大 倉　歩美（殿田小６年）…第13回南丹市小学生陸上
運動交歓記録会ソフトボール投げ６年女子１位

北 井　陽翔（胡麻郷小５年）…第13回南丹市小学生陸
上運動交歓記録会50ｍハードル優勝、南丹市陸上競
技選手権大会100ｍ優勝

小 林　宝良（胡麻郷小６年）…南丹市陸上競技選手権
大会100ｍ優勝、第34回京都府小学生陸上競技選手
権大会丹波予選会４×100ｍリレー優勝、同100ｍ３
位、日清食品カップ第34回全国小学生陸上競技交流
会京都府予選会100ｍ６位

岩 間　龍之介（美山小４年）…内閣総理大臣杯全日本
世代交流ゲートボール大会「京都美山チーム」京都府
代表出場、平成30年度京都府世代交流ゲートボール
大会「南丹美山チーム」優勝

団体　　　　　　　　　　　　　　　 文化の部
胡 麻郷小学校金管バンド…創設30周年を迎え、これま
でに「なんたん音楽フェスティバル」、「胡麻夏祭り」
「日吉神社大祭」「全国育樹祭」などに出演

個人　　　　　　　　　　　　　　 　文化の部
佐 々 谷　美羽（園部小２年）…第63回青少年読書感想
文全国コンクール京都府コンクール優秀賞

湯 浅　敦貴（園部小３年）…第41回京都こども美術展
入選賞

加 藤　心菜（園部小４年）…第63回青少年読書感想文
全国コンクール京都府コンクール優秀賞

石 﨑　葵衣（園部小６年）…第37回京都新聞書き初め
展京都新聞賞

大 石　有希菜（園部小６年）…第５回国際交流・多文
化共生子ども絵画コンクール会長賞、第９回農と水
と環境を守る子ども絵画コンクール小学校高学年の
部京都府農地・水・環境保全向上対策協議会長賞

奥 村　真悠（園部小６年）…平成30年度南丹市あいさ
つ運動啓発標語最優秀賞

井 上　優花（園部第二小１年）…第12回京都丹波美術
工芸教育展小学校平面作品の部南丹教育委員会連絡
協議会長賞

田 口　綾子（園部第二小３年）…第19回「瓦のある風景
絵画展」京都府瓦工事協同組合理事長賞

川 戸　花音（園部第二小４年）…平成30年度「京都府内
産木材もくもくコンクール」小学校の部京都新聞賞

治 田　夕希穂（八木西小３年）…平成30年度明るい選
挙啓発ポスターコンクール京都府選挙管理委員会委
員長賞

▶
胡
麻
ヤ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
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森 口　愛紗陽（八木西小４年）…第34回防火ポスター
コンクール京都中部広域消防組合消防長賞

合 田　詩音（八木西小４年）…第34回防火ポスターコ
ンクール京都中部広域消防組合園部消防署長賞

湯 浅　悠琉（殿田小２年）…第12回京都丹波美術工芸
教育展小学校平面作品の部京都新聞賞

山 口　眞由奈（殿田小３年）…平成30年度「京都府内産
木材もくもくコンクール」南丹・京丹波林業振興展
実行委員会会長賞

松 岡　史歩（殿田小４年）…第34回防火ポスターコン
クール京都府エルピーガス協会南丹船井支部長賞

井 尻　柚月（殿田小６年）…南丹市青少年育成協会あ
いさつ運動啓発標語優秀賞

豊 田　優太（胡麻郷小１年）…第41回京都こども美術
展入選賞

永 口　明香里（胡麻郷小２年）…平成30年度愛鳥週間
ポスターコンクール努力賞

松 原　明恵（胡麻郷小３年）…第64回全国青少年読書
感想文コンクール京都府図書館協議会長賞

鈴 木　菜緒（胡麻郷小４年）…第34回防火ポスターコ
ンクール優良賞

仲 井　琴音（胡麻郷小４年）…第34回防火ポスターコ
ンクール南丹・船井危険物安全協会長賞

藤 原　廣輝（胡麻郷小４年）…第34回防火ポスターコ
ンクール佳作

三 月　優里愛（胡麻郷小４年）…第34回防火ポスター
コンクール優良賞

長 谷川　也琉音（胡麻郷小５年）…第41回京都こども
美術展入選賞

後 藤　あぐり（胡麻郷小６年）…平成30年度南丹市あ
いさつ運動啓発標語優秀賞

小 野　藍（美山小３年）…平成30年度「京都府内産木材
もくもくコンクール」小学校の部南丹・京丹波林業
振興展実行委員会会長賞

早 﨑　駿太（美山小４年）…平成30年度「京都府内産木
材もくもくコンクール」小学校の部南丹・京丹波林
業振興展実行委員会会長賞

安 井　菜奈子（美山小５年）…平成30年度「京都府内産
木材もくもくコンクール」小学校の部南丹市長賞

安 野　藍里（美山小５年）…平成30年度「京都府内産木
材もくもくコンクール」小学校の部京都府南丹広域
振興局長賞

太 田　蒼唯（美山小６年）…第41回京都こども美術展
入選賞

　優秀な選手などの育成、指導において、特に
功績があった方々を表彰
個人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
小 川　智也（南丹ベースボールクラブ）…園部キッズ
（少年野球）、南丹ベースボールクラブ（中学）の監督
を通算13年余務め、多くの選手を育成され情熱を常
に持ち続けて活動を展開され、多大な功績を残され
ました。

森 　豊貴（オール園部ベースボールクラブ）…小向山
少年野球倶楽部（少年野球）、オール園部ベースボー
ルクラブ（中学）の監督を通算11年間余務め、地域の
健全な青少年育成に多大な功績を残されました。

森 　絹子（南丹市バレーボール協会）…平成４年の協
会創成期から協会の運営及び企画立案・指導普及の
充実に大きく貢献され、多大な功績を残されまし
た。

西 田　耕造（ふない整体院）…10年間仕事前の早朝に
ストレッチ姿勢体操教室を開催。延べ２万人に及ぶ
市民の健康増進活動を展開し、ボランティア精神で
健康文化の向上に貢献され、多大な功績を残されま
した。

功労賞

▶
功
労
者
の
皆
さ
ん

◇問い合わせ先
　教育総務課
　℡（０７７１）６８─００５５
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就
き
た
い
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の

よ
う
に
勉
強
に
取
り
組
む
の
か
、
今

後
の
進
路
を
切
り
開
い
て
い
っ
て
ほ

し
い
」と
展
望
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
る
園
部

中
学
校
。
昨
年
は
数
多
く
の
生
徒

が
賞
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
代

表
し
て
取
材
を
受
け
て
い
た
だ
い

た
３
人
を
紹
介
し
ま
す
。

　

中
学
生
部
門
で
は
、
全
国
か
ら
４
千

点
以
上
の
応
募
が
あ
り
、
高
屋
さ
ん

は
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
高

屋
さ
ん
は
社
会
科
で
拉
致
問
題
を
取

り
扱
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
さ
れ
、「
学

校
や
地
域
な
ど
の
周
囲
の
人
に
も
っ

と
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
」と
感
じ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
作
文
を
書
か
れ

　

園
部
中
学
校
が「
平
成
30
年
度
キ
ャ

リ
ア
教
育
優
良
学
校
文
部
科
学
大
臣

表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
リ

ア
教
育
と
は
、
自
ら
の
将
来
を
考
え
、

生
き
る
力
や
働
く
意
義
の
理
解
を
進

め
る
取
り
組
み
の
こ
と
で
、
園
部
中

学
校
で
は
地
域
住
民
と
と
も
に
組
織

す
る「
園
部
中
学
校
の
未
来
を
考
え
る

会
」で
教
育
内
容
を
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

各
学
年
に
応
じ
て
地
域
と
連
携
し

た
勤
労
体
験
や
働
く
卒
業
生
か
ら
職

業
に
つ
い
て
学
ぶ「
よ
う
こ
そ
先
輩
」

な
ど
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

國
府
校
長
は「
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

連
携
・
協
力
の
も
と
、
生
徒
に
は
キ

ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
、
夢
や
期
待

を
持
ち
な
が
ら
、
将
来
ど
ん
な
職
に

ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
は「
北
方
領
土
に
関

す
る
全
国
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」で

審
査
委
員
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い

る
高
屋
さ
ん
は「
普
段
の
暮
ら
し
が
あ

た
り
前
と
思
わ
ず
に
、
見
つ
め
直
し

て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
工
芸
展「
平
面
作
品
の
部
」で
は
、

京
都
府
内
か
ら
８
１
７
点
の
応
募
が

あ
り
、
谷
口
さ
ん
は
京
都
府
知
事
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
応
募
作
品
の

題
材
と
し
て
摩
気
神
社
を
選
ば
れ
、

「
中
学
校
最
後
の
年
と
な
り
、
町
内
外

で
も
有
名
な
摩
気
神
社
を
描
き
た
い
」

「
普
段
は
気
に
し
な
い
と
こ
ろ
ま
で
注

意
し
て
見
て
、
気
付
か
さ
れ
た
と
こ

ろ
が
多
く
あ
っ
た
」と
作
品
へ
の
思
い

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
開
催
の
同
工
芸
展
で
は

南
丹
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
長
賞

を
受
賞
さ
れ
て
お
り
、「
今
回
は
知
事

賞
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
家
族
や

友
人
と
も
喜
ん
で
い
ま
す
」と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

京
都
府
内
か
ら
１
５
１
９
点
の
応

募
が
あ
り
、
京
都
府
知
事
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
夏
休
み
中
に
、
北
方
領

土
青
少
年
等
現
地
視
察
事
業
に
参
加

さ
れ
、
根ね

室む
ろ

市し

納の

沙さ
っ

布ぷ

岬み
さ
き

か
ら
国
後

島
や
歯
舞
諸
島
を
見
ら
れ
た
り
、
元

島
民
か
ら
の
話
を
聞
か
れ
た
り
し
ま

し
た
。「
現
地
で
は『
北
方
領
土
返
還
』

の
文
字
が
道
路
や
各
所
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
京
都
で
は
な
か

な
か
見
当
た
ら
な
い
」と
意
識
の
違
い

を
感
じ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

人
権
意
識
に
つ
い
て
、「
ま
ず
は
自

分
が
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
友
人
や

家
族
、
そ
し
て
周
囲
の
人
に
広
げ
発

信
し
て
ほ
し
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
学
校

文
部
科
学
大
臣
表
彰

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
　
優
秀
賞

活
躍
す
る
南
丹
市
の
人
び
と

市
民
の
皆
さ
ん
が
活
躍
す
る
南
丹
市
に

。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

園
部
中
学
校

高た
か

屋や

　
瞳と

う

華か

さ
ん

▲（左から）高屋さん、谷口さん、國府先生、
日下部さん

京
都
丹
波
美
術
工
芸
教
育
展

京
都
府
知
事
賞

谷た
に

口ぐ
ち

　
音と

愛あ

さ
ん

第
13
回
北
方
領
土
と
私
た
ち
作
文

コ
ン
ク
ー
ル

　
京
都
府
知
事
賞

日く
さ

下か

部べ

　
理り

子こ

さ
ん
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■
赤
十
字
と
は

　

災
害
の
多
い
日
本
で
は
、「
赤
十
字
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の「
赤
十
字
」と
は
、

第
一
回
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
で
あ

る
ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ
ナ
ン
が
提
唱
し
た

「
人
の
命
を
尊
重
し
、
苦
し
み
の
中
に

い
る
者
は
、敵
味
方
の
区
別
な
く
救
う
」

こ
と
を
目
的
と
し
、
世
界
１
９
１
カ
国

と
地
域
に
広
が
る
赤
十
字
社
・
赤
新
月

社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
活
動

す
る
組
織
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
そ
の
う
ち
の
一
社

で
あ
り
、
西
南
戦
争
に
お
け
る
負
傷
者

救
護
活
動
を
行
っ
て
以
来
、
国
内
外
に

お
け
る
災
害
救
護
を
は
じ
め
、
苦
し
む

人
を
救
う
た
め
に
幅
広
い
分
野
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

■
広
報
と
資
金
的
支
援
を

行
う
団
体「
有
功
会
」

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
赤
十
字

精
神
や
人
道
的
な
諸
事
業
を
理
解
し
、

毎
年
一
定
の
資
金
を
提
供
す
る
会
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
活
動
に
対
し
て
、
多
額

の
資
金
を
提
供
す
る
方
々
で
組
織
さ
れ

た
支
援
団
体
が「
有
功
会
」で
す
。

■
京
都
府
で
の
活
動

　

日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
有
功
会

は
全
国
で
４
番
目
に
結
成
さ
れ
、
広
報

や
資
金
的
支
援
の
ほ
か
、
小
児
病
棟
入

院
児
童
へ
の
激
励
、
看
護
学
生
に
対
す

る
修
学
奨
励
事
業
、
会
員
相
互
の
親
睦

と
赤
十
字
の
精
神
を
深
め
る
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
府
内
に
は
６
つ
の
地
区
支

会（
亀
岡
市
、
南
丹
市
、
綾
部
市
、
京

丹
後
市
、木
津
川
市
、船
井
郡
）が
あ
り
、

南
丹
市
地
区
支
会
は
平
成
18
年
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
災
害
時

の
救
護
班
派
遣
や
活
動
な
ど
に
対
す
る

義
援
金
に
よ
る
支
援
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社「
有ゆ
う
功こ
う
会か
い
」を
ご
存
知
で
す
か
？

アンリー・デュナン
（1828～1910年）

▲年に１回開かれる総会の様子（南丹市地区支会） ▲総会での講習の様子（南丹市地区支会）
日本赤十字社公式

マスコットキャラクター
「ハートラちゃん」

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
相
談
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
０
２
３

今
後
も
支
援
活
動
を　
　
　

　
　
　
　
　

続
け
る
た
め
に

　

南
丹
市
地
区
支
会
で
は
、
結

成
当
初
１
１
８
人
で
あ
っ
た
会

員
数
が
、
高
齢
化
に
伴
っ
て
毎

年
少
し
ず
つ
減
少
し
、
現
在
で

は
80
人（
平
成
31
年
２
月
末
）に

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

高
齢
化
の
加
速
が
見
込
ま
れ

る
中
、
会
員
数
の
減
少
は
活
動

の
縮
小
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
命
を
、

苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
う
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必

要
で
す
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
活
動
の
充

実
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
左

記
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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【
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
企
業
】

二ふ
た
く九
精
密
機
械
工
業
株
式
会
社

　

本
社
：
京
都
市
南
区

　

八
木
工
場
：
八
木
町
大
薮

ヤ
マ
ナ
カ
ヒ
ュ
ー
テ
ッ
ク
株
式
会
社

　

本
社
：
京
都
市
左
京
区

　

八
木
工
場
：
八
木
町
八
木
嶋

■
企
業
か
ら
の
寄
付
金
を
活
用
し
て
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
地
方

公
共
団
体
が
行
う
一
定
の
地
方
創
生
事

業
に
対
し
て
、
企
業
が
寄
付
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
地
方
創
生
を
活
性
化
す
る

狙
い
で
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

今
回
の
寄
付
は
、
Ｊ
Ｒ
八
木
駅
舎
の

改
築
に
併
せ
て
駅
の
東
西
を
結
ぶ
自
由

通
路
を
新
設
す
る
事
業
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ

わ
し
い
交
通
拠
点
と
し
て
、
駅
東
西
間

の
円
滑
な
移
動
経
路
を
確
保
し
、
機
能

強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

市
の
地
方
創
生
、
住
み
や
す
い
、
住

み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
に
、ご
賛
同
、

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
多
く
の
企
業
の
皆
さ
ま
か
ら

さ
ら
な
る
応
援
を
い
た
だ
け
る
よ
う
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
紅
葉
峠
展
望
台

　

市
道
神
吉
氷
所
線（
八
木
町
氷
所
）沿

い
に
設
置
さ
れ
て
い
る
紅
葉
峠
展
望

台
。
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
か
ら
は
、
八
木
町

や
亀
岡
市
に
か
け
て
の
亀
岡
盆
地
が
一

望
で
き
ま
す
。

　

春
に
は
新
緑
と
水
が
張
ら
れ
た
水

田
、
秋
に
は
紅
葉
で
色
づ
い
た
木
々
ま

た
、
冬
に
な
る
と
深
い
霧
が
発
生
し
、

雲
海
が
広
が
る
幻
想
的
な
景
色
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た

　

八
木
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
観

光
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
ラ
イ

ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
な
画
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
事
業
の
紹
介

紅
葉
峠
展
望
台
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
紹
介

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
０
１
８

（八木駅舎イメージ図）

雲海が広がる景色（冬） 展望台デッキ

ページへのアクセスは・・・
トップページで「もみカメ！」
のバナーを探してください
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園部町船岡区
第二大堰川橋梁

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
―
０
０
１
９

美
山
支
所
総
務
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
―
０
０
４
０

届
出
対
象
行
為
は
、
工
事

着
工
の
30
日
前
ま
で
に

届
け
出
を
！

　

美
山
町
地
域
で
、
建
築
物
の
建

築
や
工
作
物
の
建
設
、
土
地
の
形

質
変
更
、
土
石
等
の
堆
積
を
行
う

場
合
に
は
、
着
工
す
る
30
日
前
ま

で
に
市
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
出
対
象
行
為
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
行
お
う
と
す
る
行
為
が

届
け
出
の
対
象
に
な
る
か
な
ど
、

ご
不
明
な
点
や
景
観
計
画
に
関
す

る
こ
と
は
、
地
域
振
興
課
ま
た
は

美
山
支
所
総
務
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
南

丹
市
に
関
わ
る
多
く
の
方
と
一
緒

に
、
優
れ
た
景
観
を
守
り
育
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【園部町船岡区　第二大
おお

堰
い

川
がわ

橋
きょう

梁
りょう

】
　園部町船岡区には、ＪＲ山陰本線が通る第二大堰川
橋梁があります。
　この鉄橋は大堰川に架かっており、ＪＲ船岡駅から日
吉・福知山方面の電車に乗るとすぐに差し掛かります。
雄大に流れる大堰川に架かる橋は、周囲の景観と調和
しており、橋の近くでは年代を感じさせるトンネルも見る
ことができます。
　ＪＲ山陰本線をご利用の際は、船岡～日吉駅間にご
ざいますこの橋梁を、ぜひご覧ください。

第二大堰川橋梁の遠景 そばを通る市道から見る第二大堰川橋梁

橋梁から船岡駅へ抜けるトンネル 船岡駅ホームから園部駅方面を望む
★南丹市ＨＰで、バックナンバーのカラー版を掲載しております！★
　URL：https://www.city.nantan.kyoto.jp/www/kurashi/101/009/007/index_46247.html



22広報なんたん4・5月号

▲選手と西村市長との記念撮影（南丹市応援デー）▲アカデミースペシャルの様子

▲ 試合前にメッセージを伝える
西村市長とさくらちゃん

▲参加者とサンガ 一
いち

美
み

選手（前列左）で
　記念撮影

　

5
月
25
日
に
西
京
極
ス
タ
ジ
ア
ム
で

行
わ
れ
た
横
浜
Ｆ
Ｃ
と
の
試
合
で
、
南

丹
市
応
援
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
南
丹
市
の
食
べ
物
、
特
産
品

を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
、
試

合
前
に
行
わ
れ
た
西
村
市
長
か
ら
来
場

者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
市
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
も
出
演
し
場
内

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

サ
ン
ガ
の
選
手
、
コ
ー
チ
が
市
内
の

小
学
校
に
訪
問
し
、
子
ど
も
た
ち
と
交

流
す
る
ア
カ
デ
ミ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

5
月
と
9
月
に
そ
れ
ぞ
れ
殿
田
小
学

校
と
園
部
小
学
校
に
選
手
、
コ
ー
チ
が

訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
選
手
の
動
き
に

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
一
緒
に
体
を
動
か

し
て
い
ま
し
た
。

南丹市まちづくりデザインセンター（0771-68-3555）までお気軽にどうぞ

南
丹
市
応
援
デ
ー
を

実
施
し
ま
し
た
！

ア
カ
デ
ミ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　

２
０
１
９
シ
ー
ズ
ン
が
開
幕
し
、
西

京
極
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
3
月
17

日
の
対
柏
レ
イ
ソ
ル
戦
に
合
わ
せ
て
応

援
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
当
日
は

10
名
の
方
が
参
加
し
、
目
の
前
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
プ
レ
ー
に
声
を
上
げ
な
が

ら
観
戦
さ
れ
ま
し
た
。

南
丹
市
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
し
た
！

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス

描こう
みんなで

50

平
成
30
年
度　
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．

南
丹
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
事
業 南丹市は平成23年

から京都サンガF.C
のホームタウンに
加盟しています。

みんなで支え合う
介護保険制度

▲ 楽しそうに選手とふれあう殿田小学校の
児童
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▲会場内の様子

市民協働に関するお問合せは南丹市役所地域振興課（０７７１-６８-００１９）または

　

平
成
31
年
3
月
16
日
に
日
吉
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
南
丹
市「
集
落
活
性

化
の
取
り
組
み
」活
動
報
告
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
開
催
と
な
る
こ
の
報
告
会

は
、
市
内
の
各
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
活
動
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
市
民
の
皆
様
に

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
お
り
、
当
日
は
60
名
を
超
え
る
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
園
部
・
八
木
・
日
吉
・

美
山
の
各
集
落
で
取
り
組
み
を
進
め
ら

れ
て
い
る
６
つ
の
集
落
・
団
体
が
事
例

紹
介
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
自
然
を
生
か
し
た
お
祭
り

や
、
地
元
産
品
を
取
り
扱
っ
た
手
づ
く

り
市
、
伝
統
食
の
継
承
、
都
市
と
の
交

流
会
な
ど
、
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
事
業
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
取
り
組
み
を
進
め
る
な
か
で
苦
労

さ
れ
た
点
や
、
継
続
し
て
き
た
こ
と
で

見
え
て
き
た
成
果
に
つ
い
て
発
表
い
た

だ
き
ま
し
た
。
成
果
と
し
て
は
、「
地

域
の
団
結
力
が
高
ま
っ
た
」、「
地
域
に

誇
り
と
自
信
が
生
ま
れ
た
」、「
活
動
が

地
域
に
根
付
い
て
き
た
」な
ど
の
点
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
取

り
組
み
を
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
知
っ
て
い

た
が
、
経
過
や
実
態
が
分
か
り
参
考
と

な
っ
た
」、「
各
地
域
の
様
子
を
知
る
こ

と
で
、
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
を
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
た
」な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
、
各
集
落
で
の
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

各
集
落
・
団
体
が

集
落
活
性
化
の
取
り
組
み
を
発
表

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
向
け
て

  
南
丹
市
「
集
落
活
性
化
の
取
り
組
み
」

活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

▲天引区の活性化と未来を考える会

▲NPO法人京都桑田村

▲風の市を盛り上げる会

▲栃原区集落支援事業　担当

▲中世木ビジョン委員会

▲下集落支援事業委員会
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福祉とわたし＜＜＜for our happiness＞＞＞
福祉は、私たち一人ひとりが幸せに暮らすためにあります。

34

福
祉
の
相
談
窓
口
が
で
き
ま
し
た

　

平
成
31
年
４
月
１
日
付
で

福
祉
に
関
す
る
相
談
を
総
合

的
に
受
け
付
け
る「
福
祉
相

談
課
」を
新
設
し
ま
し
た
。

　

ご
自
身
や
家
族
の
こ
と
で

悩
み
事
や
困
り
事
が
あ
る
の

に
、「
ど
こ
に
、
ど
う
や
っ

て
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
」と
い
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
ち
ら

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
先
の
こ
と
を
一

緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

福
祉
相
談
課
の
窓
口
は
、
次
の
と
お

り
、
南
丹
市
福
祉
事
務
所
の
ほ
か
、
南

丹
市
役
所
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

・
南
丹
市
福
祉
事
務
所

　
（
南
丹
市
役
所
４
号
庁
舎
１
階
）

　
　

福
祉
相
談
課

・
南
丹
市
役
所
各
支
所

　
　

福
祉
相
談
担
当

　

前
も
っ
て
、
ご
都
合
を
連
絡
い
た
だ

け
る
と
、
相
談
日
時
を
優
先
し
て
空
け

て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
と
き
、

詳
し
く
内
容
を
お
聞
き
し
た
う
え
で
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

　

も
し
、
そ
の
場
で
ご
案
内
で
き
る
制

度
や
手
続
が
あ
れ
ば
、
担
当
窓
口
や
関

係
機
関
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
個
人
情
報
と
し
て
厳
密
に
取
り
扱

い
ま
す
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
レ
ポ
ー
ト

イラスト・村上隊員

◎『
南
丹
辞
典
』収
録
の
南
丹
を
知
る
言
葉

田た

植う

え
前ぜ
ん

線せ
ん

・
稲い
ね

刈か

り
前ぜ
ん

線せ
ん

南
北
に
長
い
南
丹
市
。
田
植
え
も
稲
刈
り
も
、

美
山
↓
日
吉
↓
園
部
↓
八
木
と
、
北
か
ら
南

下
し
て
い
く
。
そ
の
時
期
の
差
は
二
ヶ
月
ほ

ど
に
も
な
る
と
い
う
。

南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（nantan.doors@

gm
ail.com

）ま
で
皆
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
言
葉

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
協
力
隊
ニ
ュ
ー
ス

協
力
隊
各
隊
員
の
活
動
内
容
の「
見
え
る
化
」を

目
指
し
て
、
パ
ネ
ル
を
日
吉
支
所
に
て
展
示

中
で
す
。
活
動
内
容
の
ほ
か
、
ど
ん
な
地
域

で
誰
が
活
動
し
て
い
る
の
か
分
か
り
や
す
く

お
知
ら
せ
す
る
地
図
パ
ネ
ル
も
制
作
予
定
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８

－

０
０
１
９

1

2

3

4

福
祉
相
談
課
の
ご
案
内

相
談
し
た
い
と
き
、
ま
ず
、

ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
相
談
課

　

℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
０
２
３

相
談
窓
口
の
場
所
は
…
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食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

̶35̶

伝
え
よ
う
感
謝
の
気
持
ち

〜
美
山
中
学
校「
給
食
週
間
」の
取
組
〜

問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
０
１
６

　

４
時
間
目
が
終
わ
る
と
、
生
徒
た
ち

が
足
早
に
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
向
か
っ
て

き
ま
す
。
身
支
度
を
整
え
、
し
っ
か
り

手
を
洗
っ
て
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
来
る

と
、
素
早
い
動
き
で
給
食
の
配
膳
に
と

り
か
か
り
ま
す
。

　
「
早
く
し
よ
う
！
」と
自
分
た
ち
で
声

を
掛
け
合
い
、
お
盆
に
は
あ
っ
と
い
う

間
に
配
膳
さ
れ
た
給
食
が
き
れ
い
に
並

び
ま
す
。
食
べ
始
め
る
と
、
楽
し
く
会

話
を
し
な
が
ら
、
残
さ
ず
き
れ
い
に
食

べ
ま
す
。
毎
日
忙
し
い
日
々
を
送
る
中

学
生
に
と
っ
て
、
給
食
は
ホ
ッ
と
心
が

和
む
時
間
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

美
山
中
学
校
で
は
、
毎
年
１
月
に
給

食
週
間
を
設
定
し
、
給
食
に
つ
い
て
考

え
る
時
間
を
持
ち
ま
す
。
今
年
は
、
日

頃
給
食
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
調
理

員
の
武た

け

田だ

節せ
つ

子こ

さ
ん
、
配
送
担
当
の
片か

た

山や
ま

正し
ょ
う

一い
ち

さ
ん
を
招
き
、
一
緒
に
給
食
を

食
べ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

お
二
人
か
ら
は
薄
味
で
も
お
い
し
く

仕
上
が
る
よ
う
出
汁
の
取
り
方
を
工
夫

し
て
お
ら
れ
る
こ
と
や
、
調
理
・
配
送

で
気
を
付
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は

「
僕
た
ち
の
た
め
に
、
い
つ
も
お
い
し
い

給
食
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と

い
う
言
葉
と
と
も
に
、
全
校
生
徒
一
人

一
人
の
感
謝
の
気
持
ち
を
書
い
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
渡
し
ま
し
た
。

　

受
け
取
っ
た
お
二
人
は
、「
こ
れ
か

ら
も
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
給
食
が

お
届
け
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
で

く
だ
さ
い
ね
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、生
徒
会
保
健
部
の
活
動
で
は
、

全
校
生
徒
に
好
き
な
給
食
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
人
気
の
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
を

４
つ
に
絞
り
ま
し
た
。
そ
の
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
、
調
理
員
さ
ん
に
作
り
方
や

工
夫
し
て
い
る
こ
と
、
苦
労
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
聞
い
て
ま
と
め
、
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
に
掲
示
し
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は「
給
食
が
と
て
も
丁
寧
に

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
手

間
が
か
か
っ
て
い
る
給
食
が
毎
日
食
べ

ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
し
、
家
で

も
お
手
伝
い
を
し
た
い
」と
い
っ
た
感
想

が
あ
り
、
大
量
調
理
の
大
変
さ
や
、
毎

日
温
か
い
給
食
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
の

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

美
山
の
給
食

　

昭
和
59
年
に
美
山
学
校
給
食
共
同
調

理
場
が
で
き
て
か
ら
、
今
年
で
36
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
早
く
か
ら
中
学
校
給
食

を
導
入
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
新
し

い
調
理
場
に
よ
り
美
山
小
学
校
、
美
山

中
学
校
に
給
食
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
安
心
・
安
全
で
お

い
し
い
給
食
が
提
供
で
き
て
い
る
の

は
、
調
理
員
の
皆
さ
ま
の
努
力
と
地
域

の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思

い
ま
す
。
お
米
を
は
じ
め
、
卵
や
こ
ん

に
ゃ
く
、
季
節
の
野
菜
な
ど
、
美
山
の

食
材
を
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
本
当
に

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
今
後
も
、
給

食
が
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
一
助
と
な

る
よ
う
、
工
夫
し
た
献
立
の
実
施
や
衛

生
面
・
安
全
面
に
配
慮
し
た
給
食
指
導

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲テキパキと配膳する生徒

▶ 

一
緒
に
給
食
を
食
べ
て

交
流
す
る
様
子

▶ 

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

受
け
取
る
武
田
さ
ん
ら

▲ メニューについて調理員さんに聞き取り
をする様子

▲ 美山の郷土料理として給食に出
す栃もち（左上）



26広報なんたん4・5月号

〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶91̶

お元気ですか？

保健師です。

　

皆
さ
ん
は
ご
自
分
の
肝
臓
の
状
態
を

し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す

か
。
肝
臓
は「
沈
黙
の
臓
器
」と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
我
慢
強
く
働
き
続
け
る
臓

器
で
、
代
謝
や
解
毒
、
胆
汁
分
泌
の
働

き
を
し
て
い
ま
す
。
再
生
力
も
あ
る
た

め
、
よ
ほ
ど
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
な
い

と
自
覚
症
状
が
現
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

生
活
習
慣
が
原
因
の「
脂
肪
肝
」や「
ア

ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
」な
ど
も
あ
り
、
重

症
化
す
る
と「
肝
硬
変
」や「
肝
が
ん
」へ

移
行
し
ま
す
。

定
期
健
診
な
ど

の
検
査
結
果
か

ら
、
ご
自
分
の

肝
臓
の
状
態
を

確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　

純
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量
が
約
20
ｇ
と

な
る
よ
う
、
適
量
飲
酒
を
心
掛
け
、
週

に
２
回
は
休
肝
日
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。
お
酒
の
強
さ
は
遺
伝
や
性
別
、
年

齢
、
体
格
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
持
病

を
お
持
ち
の
方
は
無
理
を
し
な
い
程
度

の
飲
酒
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

お
酒
を
飲
ま
な
い
の
に
ア
ル
コ
ー
ル

性
肝
炎
と
似
た
肝
機
能
障
害
を
引
き
起

こ
す
の
が
Ｎナ

ッ

シ

ュ

Ａ
Ｓ
Ｈ
で
す
。
非
ア
ル
コ

ー
ル
性
脂
肪
肝
炎
と
も
呼
ば
れ
、
肥
満

や
糖
尿
病
と
の
関
連
が
深
い
の
が
特
徴

で
す
。
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
大
切
で

す
。

　

問
い
合
わ
せ
先　

保
健
医
療
課

　

℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
０
１
6

あ
な
た
の
肝
臓
は
大
丈
夫
？

〜
適
量
飲
酒
を
心
掛
け
よ
う
〜

１
日
の
適
量
は
？

飲
ま
な
い
人
も
要
注
意
！

　
　

重
症
化
を
招
き
や
す
い
生
活
習
慣

□
お
酒
を
毎
日
た
く
さ
ん
飲
む

□
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
し
ま
う

□
早
食
い
で
あ
る

□
午
後
９
時
以
降
の
夕
食
が
多
い

□
好
き
な
も
の
ば
か
り
食
べ
る

□
運
動
す
る
機
会
が
な
い

□
生
活
習
慣
が
不
規
則
で
十
分
な
睡
眠

　

が
取
れ
て
い
な
い

　

＊
チ
ェ
ッ
ク
が
多
い
ほ
ど
注
意
が
必
要

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
お
酒
を
楽
し
む

機
会
が
増
え
ま
す
。
身
体
に
優
し
い
飲

酒
を
心
掛
け
、
人
と
の
交
流
を
楽
し
く

過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

① 

買
い
だ
め
せ
ず
、
そ
の
日
の
飲
む
分

だ
け
に
す
る

②
飲
む
前
に
水
や
お
茶
を
飲
む

③
１
杯
飲
ん
だ
ら
同
量
の
水
を
飲
む

④
強
い
お
酒
は
割
っ
て
飲
む

⑤ 

お
つ
ま
み
は
薄
味
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
も
の
に
す
る

⑥
よ
く
噛
ん
で
食
べ
な
が
ら
飲
む

⑦
禁
煙
す
る
な
ど
が
お
す
す
め

　

南
丹
市
で
は
平
成
31
年
度
市
民
健
診

（
集
団
健
診
）を
受
け
ら
れ
た
方
に
、
5

月
31
日
か
ら
結
果
報
告
会
を
実
施
し
ま

す
。
検
査
結
果
を
保
健
師
や
栄
養
士
と

確
認
し
て
、
生
活
習
慣
の
改
善
方
法
を

一
緒
に
考
え
る
時
間
に
し
ま
せ
ん
か
。

　

日
程
は
健
診
の
際
に
お
渡
し
し
た

「
結
果
報
告
会
お
知
ら
せ
」に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

適
量
飲
酒
で
楽
し
く
飲
酒
！

市
民
健
診
結
果
報
告
会
を
開
催
！

お
酒
と
上
手
に
付
き
合
う
コ
ツ

ビールの場合

アルコール
度数　　　 ５度

目安　５００ml
　 （中ビン１本）

清酒の場合

アルコール
度数　　 １５度

目安　１８０ml
　　　 （１合）

焼酎の場合

アルコール
度数　　 ３５度

目安　　７０ml
　（小コップ1/2）

ワインの場合

アルコール
度数 　　１２度

目安　２１０ml
　 （グラス２杯）

　
　
　
　
　
　

重
症
重
症
重
症
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わ
が
国
に
お
い
て
は
、
日
本
国

憲
法
に
個
人
の
尊
重
と
法
の
下
の

平
等
が
う
た
わ
れ
、
男
女
平
等
の

実
現
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
、
戦
後
の
国
際
社
会
に
お

け
る
取
り
組
み
と
も
連
動
し
つ

つ
、
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
南
丹
市
で
は
、
男
女
が
自

ら
の
意
思
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る

こ
と
が
で
き
、
力
を
合
わ
せ
て
共

に
支
え
合
う
社
会
の
実
現
に
向

け
、
２
０
１
５（
平
成
27
）年
４
月

に「
南
丹
市
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
」を
施
行
し
、
本
年
３
月
に

は「
第
２
次
南
丹
市
男
女
共
同
参

画
行
動
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の

基
本
と
な
る
の
は「
人
権
の
尊
重
」

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
の
た
め
に

で
す
。
一
人
一
人
の
存
在
を
か
け

が
え
の
な
い
も
の
と
し
て
認
め
、

相
手
を
思
い
や
る
心
こ
そ
が
目
指

す
べ
き
男
女
共
同
参
画
の
原
点
と

い
え
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
推
進
本
部（
内

閣
総
理
大
臣
が
本
部
長
）で
は
、

毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の

一
週
間
を「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

と
し
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
男
女
共
同
参
画
基
本
法
の
目

的
や
基
本
理
念
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
地

域
社
会
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
国
や
市
町
村
、
事
業
所

な
ど
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
私

た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機

会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
人
権
政
策
課
）

―第36回―

「ＳＮＳと人権」

田
小
学
校
で
は
、
児

童
の
学
力
向
上
を
目

指
し
た
研
究
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器（
※
①
）を
効
果
的
に

活
用
し
た
学
習
を
進
め
て
い

ま
す
。
時
に
は
、
一
人
一
人

の
児
童
が
実
際
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
操
作
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
学
習
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

家
庭
で
は
、
自
分
専
用
の
も

の
は
持
っ
て
い
な
い
に
し
て
も
、
家
族

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
っ
て
Ｓ

Ｎ
Ｓ（
※
②
）を
利
用
し
て
い
る
児
童
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
便
利
な
ツ
ー
ル

で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
歩
間
違
え
る
と
、

人
の
心
を
傷
つ
け
た
り
、
個
人
情
報
が

広
が
っ
て
被
害
を
受
け
た
り
す
る
と
い

う
怖
さ
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年

度
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
人
権
委
員
会
と
連
携
し
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
人
権
に
つ
い
て
、
４
〜
６
年

生
と
保
護
者
や
地
域
の
方
で
一
緒
に
考

え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

ず
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
、

そ
し
て
利
用
し
て
い
る
上
で
気
に
な
る

点
に
つ
い
て
出
し
合
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
思
い
を
話
し
合

う
中
で
、「
不
用
意
な
言
葉
で
相
手
を

傷
つ
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」「
こ
ち
ら
の
思
い
が
伝
わ
ら
ず

誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
」「
自
分
や
友
達
の
個
人
情

報
が
分
か
る
よ
う
な
写
真
を
載
せ
た
り

書
き
こ
み
を
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
か
」と
い
う
よ
う
な
、
人

を
思
い
や
る
内
容
に
つ
い
て
も
目
を
向

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

童
は
、
今
後
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す

る
機
会
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
発
信

す
る
時
に
は
、
目
の
前
に
い
る
自
分
の

大
事
な
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
と
同
様
に
、

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
の
で

き
る
、
人
権
意
識
の
高
い
児
童
を
家
庭

や
地
域
と
協
力
し
て
育
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
殿
田
小
学
校　

人
権
教
育
主
任

人ひ
と

羅ら　

秀ひ
で

子こ

）

※ 

本
記
事
は
、
平
成
30
年
度
中
に
寄
稿

さ
れ
た
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
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▲ワークショップの様子

※ ①スマートフォンやタブレットなどの情報通信
機器

※ ②Facebookなどのソーシャル･ネットワーキン
グ･サービスの略
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「情報商材」のトラブル

簡
単
に
高
額
収
入
は
得
ら
れ
ま
せ
ん

「
情
報
商
材
」
の
ト
ラ
ブ
ル

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
情

報
の
こ
と
を「
情
報
商
材
」と
言
い
ま

す
。

●
広
告
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
簡
単

に
収
入
が
得
ら
れ
る
と
信
じ
て
契
約

し
た
も
の
の
、
広
告
や
説
明
と
違
っ
て

収
入
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
相
談
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
情
報
商

材
を
き
っ
か
け
に
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
や
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
契
約
さ
せ
ら
れ

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

●
寄
せ
ら
れ
た
相
談
で
は
、
実
際
に

は
あ
ま
り
価
値
の
な
い
情
報
が
高
額

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
契
約
前
に

内
容
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
安
易
に
信
用
し
て
事
業
者
に
連

絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
困
っ
た
と
き
や
不
審
な
点
を
感
じ

た
ら
、
左
記
窓
口
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

事例　「老若男女誰でもすぐ収入が
得られる」という広告を見つけ、約
30万円で情報商材とソフトウエア
を購入したが、ソフトウエアが起
動せず、収入が得られない。苦情を伝えると月収

１千万円を得られるという
上位のコースを勧められた。
「必ず支援する」「代金50万円
を半額にする」と強引に誘わ
れ、断り切れず契約したが、
その後連絡はなく、全く支
援もない。（60歳代女性）

（
商
工
課
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
１
０
０

月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡（
０
７
７
１
）８
２
│
３
８
０
３

水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

午
前
９
時
３
０
分
〜
午
後
４
時

動せ動せず、ず、ず、収入が得られない

上位

れ、れ、れ、れ、れ、れ、
そのそのそのその
援も援も援も

新
刊
紹
介

　

高
卒
で
銀
行
員
の
小
太
郎
と

院
卒
で
ア
ル
バ
イ
ト
の
鞠
子
。

夫
婦
と
な
っ
た
二
人
は
、
趣
味

を
通
し
て
価
値
観
や
考
え
方
を

変
え
て
い
き
ま
す
。

『
趣
味
で
腹
い
っ
ぱ
い
』

著
：
山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ

　

出
版
：
河
出
書
房
新
社

（独）国民生活センター

見守り新鮮情報
第330号より

　

一
般
書
の
１
位
は『
魔
力
の
胎

動
』で
し
た
。
根
強
い
人
気
の
東

野
圭
吾
さ
ん
の
本
が
ベ
ス
ト
４
ま

で
を
独
占
し
ま
し
た
。

　

児
童
書
で
は
、『
お
し
り
た
ん

て
い
』が
１
位
。
そ
し
て『
か
い
け

つ
ゾ
ロ
リ
』の
人
気
は
変
わ
ら
ず
、

ト
ッ
プ
10
の
中
に
６
冊
ラ
ン
ク
イ

ン
し
て
い
ま
す
。

　

他
に『
漫
画　

君
た
ち
は
ど
う

生
き
る
か
』や『
ざ
ん
ね
ん
な
い
き

も
の
事
典
』は
大
人
の
方
に
も
人

気
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
借
り
ら
れ

ま
し
た
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
に
入
ら
な
か
っ
た

本
の
中
に
も
面
白
い
本
や
楽
し
い

本
が
あ
り
ま
す
。
図
書
館
で
気
に

な
る
１
冊
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▶
特
製
し
お
り

●
簡
単
に
高
額
収
入
を
得
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
副
業
や
投
資
で
高
額
収
入
を
得
る

た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
称
し
て
、
イ
ン
タ

ひ
と
こ
と
助
言
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▲お茶のたて方やまつわる話を聞く参加者の皆さん

地域みんなで楽しむ

《問い合わせ先》
南丹市社会福祉協議会日吉事務所

TEL：（0771）72-0947

ようきはったカフェ
開催の様子（4/6） 　

み
ん
な
の
居
場
所「
よ
う
き
は
っ
た

カ
フ
ェ
」の
会
は
、
日
吉
町
生き

畑は
た

区
で

平
成
29
年
1
月
か
ら
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
。「
よ
う
き
は
っ
た
な
ぁ
」と
み
ん

な
が
気
軽
に
声
を
掛
け
合
い
、
地
域
で

気
軽
に
集
え
る
場
所
を
つ
く
り
、
地
域

福
祉
の
拠
点
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
夏
場
を
除
い
た
年
11
回
の
開

催
で
、
地
域
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
食
事
や
音
楽
を
楽
し
む
の

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
四
季
、

伝
統
な
ど
を
取
り
入
れ
た
企
画
で
地
域

の
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
ま

た
、過
去
に
は
振
り
込
め
詐
欺
防
止
や
、

災
害
時
に
備
え
た
講
座
な
ど
も
行
っ
て

お
り
、地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
や
、

伝
統
の
継
承
、
地
域
の
安
心
・
安
全
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
地
域
を
支
え

て
い
ま
す
。

　
「
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
協
力
し
て
く

れ
る
お
か
げ
で
、
活
動
を
始
め
て
か
ら

苦
労
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」と
鍋な

べ

田た

会
長
は
話
さ
れ
ま
し
た
。「
楽
し
か
っ

た
」「
次
回
は
い
つ
開
催
す
る
の
？
」と

の
声
が
イ
ベ
ン
ト
企
画
の
活
力
に
な
る

そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
参
加
者
か
ら
は「
地
域
の
人

た
ち
の
元
気
な
顔
を
見
に
き
て
い
る
」

「
情
報
交
換
の
時
間
に
し
て
い
る
」「
季

節
に
よ
っ
て
変
化
す
る
景
色
を
楽
し
み

に
き
て
い
る
」と
参
加
理
由
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
し
た
が
、「
次
回
も
参
加
し
ま

す
か
？
」と
の
問
い
に
口
を
揃
え
て「
も

ち
ろ
ん
参
加
し
た
い
」と
返
事
が
あ
り

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
笑
顔
で
地
域
を
元
気
に
し

た
い
と
鍋
田
会
長
は
意
気
込
み
、
周
り

は
そ
れ
を
支
え
た
い
と
積
極
的
に
協
力

す
る
こ
と
で
、
こ
の
取
り
組
み
は
続
い

て
い
ま
す
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入

れ
、
皆
が
楽
し
め
る
よ
う
続
け
て
い
き

た
い
」と
鍋
田
会
長
は
語
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
活
動
を
通
し
て
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
の「
輪
」が
広
が
っ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

お茶席を設け、茶菓子を頬張ります。

茶菓子とともに抹茶もいただきます。

桜の木の下で、昼食をいただきます。

ようきはったカフェ
参加者募集しています。

　「ようきはったカフェ」の会では、一
緒に楽しいひと時を過ごせる方を募
集しています。
　年齢や地域などの制限も一切あ
りませんので、興味のある方はお気
軽にお問合せください。



まちの話題を紹介します
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　小
こ

出
いで

吉
よし

親
ちか

は出石藩（兵庫県豊岡市）
の国替えによって園部に移り、園部
藩の初代藩主となってから今年は
400年の節目に当たります。道の駅
京都新光悦村では、小出公地元の出
石特産のそばと地元産品を組み合わ
せたメニュー「小出そば」を開発さ
れ、西村市長らが試食の後、3月9
日から販売されています。
　また、19日には、豊岡市役所を
表敬訪問し、同市中

なか

貝
がい

宗
むね

治
はる

市長をは
じめ、幹部職員や観光関連団体らと
会談しました。西村市長は「今後は
双方の市が交流しながら、文化や観
光、産業振興のパートナーとして関
係を深めていきたい」と意気込みを
語りました。

　4月6日～14日にかけて「大野ダムさくら祭り」が開催さ
れました。じゃんけん大会や、この時期には珍しい花火
の打ち上げなど、さまざまな催しが開催されました。
　期間中は、花見を楽しむ方や遊具で遊ぶ子どもたち、
催しに参加される方など、大野ダムは多くの来場客で賑
わいを見せました。また、夜間にはサクラのライトアップ
が行われ、カメラを構える来場者の姿もありました。
　辺り一面にサクラが咲き誇る中、来場客は思い思いの
時間を過ごされていました。

「
横
綱
鶴
竜
関
と
過
ご
す
楽
し
い
ひ
と
時
」

「
満
開
の
サ
ク
ラ
の
下

  
遊
び
、
楽
し
む
一
日
」

（
３
／
26　
京
都
新
光
悦
村　
横
綱　
鶴
竜
関
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
）

（
４
／
６
〜
14
大
野
ダ
ム
さ
く
ら
祭
り
）

▲鶴竜関と城南保育所 5歳児の皆さんと記念撮影

◀
サ
ク
ラ
に
囲
ま
れ
た
歩
道
を
歩
く
来
場
客（
４
／
13
）

▲握手を交わす中貝市長（左）と西村市長

▲試食する西村市長（右）と木村教育長（左）

「
盛
り
上
る
立
藩
４
０
０
年
の
取
り
組
み
」

（
３
／
６　
小
出
そ
ば
試
食
会
、
３
／
19　
豊
岡
市
表
敬
訪
問
）

　3月26日、道の駅京都新光悦村に大相撲春
場所を終えたばかりの横綱鶴竜関の訪問が決
定し、歓迎イベントが開催されました。
　当日は多くの市民が来店され、鶴竜関が登
場すると大きな拍手で温かく迎えました。餅つ
き大会では、鶴竜関が杵を持ち、観客の「よい
しょ」の掛け声に合わせて餅をつき、後にきな
こもちにして振る舞われました。またトークイベ
ントや手形入りサイン色紙の抽選会などが催さ
れ、会場は大いに賑わいました。
　鶴竜関は記念撮影や握手に応じ、一人一人
に優しい笑顔で対応され、市民らとの交流を深
めるひと時となりました。



まちの話題を紹介します

31 広報なんたん4・5月号

　3月20日、第1回南丹市フォトコ
ンテストの表彰式が京都丹波高原国
定公園ビジターセンターで行われま
した。１月から約１カ月間を募集期
間とし、「ええとこ南丹 撮ってきて」
をテーマに四季を通じて農村風景や
自然、伝統芸能など、南丹市の魅力
に迫る265点の作品が集まりました。
　コンテストは市内の観光協会らで
つくる実行委員会が主催し、表彰さ
れた作品は市内各施設で順次展示す
るほか、市のPRに活用されます。

　3月8日、国際交流会館で「知って得
する最先端のＩＴ活用」と題して、南
丹市情報講演会を開催し、約50人が
参加しました。講師には、IT業界一筋
30年、システムエンジニアやマーケ
ティングなど幅広く経験を積み、経営
や人材開発にも精通した井

い

下
げ

田
た

久
ひさ

幸
ゆき

さ
んをお招きしました。
　講演では、最先端のIT技術を紹介す
るとともに、これからの経営のヒント
や未来を読むためには「先入観を取り
払い、俯瞰して見る」ことが大切であ
るなど、自分の経験を踏まえて幅広く
お話しされました。

　2月24日、園部町竹井区公民館と消防車
車庫が完成し、竣工式が行われました。
　また宝くじの社会貢献広報事業として、
受託事業収入を財源に実施されているコ
ミュニティ助成事業を活用して、園部町黒
田区が公民館を新築され、4月13日に竣工
式が行われました。
　両区とも区民同士の交流や連携を育む場
として、また防災活動などさまざまな地域内
での活動を支える拠点として有効に活用し
たいと意気込んでおられました。

「
市
の
魅
力
に
迫
り
、
発
信
し
て
い
く
」

「
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
か
ら
学
び
考
え
る
未
来
」

「
新
た
な
交
流
の
拠
点
の
完
成
を
祝
う
」

「
緑
や
風
を
感
じ
る
春
の
森
づ
く
り
活
動
」

（
３
／
８　
南
丹
市
情
報
講
演
会
）

（
２
／
24　
竹
井
区
公
民
館
竣
工
式
、
４
／
13　
黒
田
区
公
民
館
竣
工
式
）

（
４
／
６　
第
22
回
島
津
製
作
所
の
森
づ
く
り
活
動
）

▲表彰式で作品を眺める受賞者

▲経験を語りながら紹介する井下田さん

▶ 

竣
工
式
に
参
加
す
る
住
民
の
皆
さ
ん

（
３
／
20　
南
丹
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
）

　4月6日、「京都モデルフォレスト運動」
に参加する島津製作所が八木町玉ノ井で
森林保全活動を実施され、社員やその家
族ら109人が参加されました。
　昨年の7月豪雨により、森の多くに土
砂崩れが起き、駐車場やトイレに被害を
受けました。今回の活動では、残る被害
箇所の復旧や樹木の間伐などが行われま
した。また、隣接する西京都パラグライ
ダー練習場では、バーズパラグライダー
スクールの協力の下、体験会を実施。参
加した子どもたちは楽しそうな声を上げ
ていました。

▲パラグライダーを体験する参加者
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

▶
が
ん
ば
っ
て
協
力
し
て
こ
ぎ
、
楽
し
か
っ

た
様
子
が
版
画
で
生
き
生
き
と
表
現
で
き
ま

し
た
。

　

４
月
１
日
付
け
で
、
市
役
所
の

組
織
再
編
を
行
い
、
前
号
の
広
報

な
ん
た
ん
２
・
３
月
号（
３
月
８
日

発
行
）や
お
知
ら
せ
な
ん
た
ん
第

３
１
７
号（
３
月
22
日
発
行
）に
て

お
示
し
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、

「
秘
書
広
報
課
」と
な
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
市
政
情
報
を
お
届
け

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら

ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

次
号
か
ら
は
編
集
者「
Ｍ
」に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 
（
Ｎ
・
Ｋ
）

※
担
任
の
先
生
、
担
当
教
科
の
先
生

の
講
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

┃ 

南
丹
市
立
美
山
小
学
校 

┃

 

編
集
後
記

な
ん
た
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
－73－

●総人口：31,742人（－140)
　（男：15,308人

（－74）
・女：16,434人

（－66）
）

●世帯数：14,111世帯（－34)
（平成31年4月1日現在）

（　）内は前月比

「ちょっとおませな６歳児♪
　　　　心も体もすくすく育ってね♥」（父・母より）　

●
園
部
町

　
　

西に
し

田だ　

海み

璃り

ち
ゃ
ん（
6
歳
）

※ 

全
て
平
成
30
年
度
中
の
作
品
の
た
め
、
平

成
30
年
度
中
の
学
年
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

2019.4・5 

「
み
ど
り
の
お
に
」金か
な

谷や　

小こ

春は
る

さ
ん
（
1
年
）

「
ど
ん
ど
ん
落
と
せ
！
ス
テ
ー
ジ
4
」

森も
り　

日ひ

鞠ま
り

さ
ん
（
4
年
）

「
キ
ラ
キ
ラ
ペ
ン
ス
タ
ン
ド
」

林は
や
し　

美み

緒お

さ
ん
（
3
年
）

「
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
」牧ま
き

野の　

詩し

音お
ん

さ
ん
（
5
年
）

▲角のしましまや、力強い金棒の雰囲
気をうまく工夫することができました
ね。

▲紙粘土の形や色、飾りをいろいろ工
夫して、使って楽しい小物入れができ
ました。

▶
ビ
ー
玉
が
上
か
ら
ど
ん
な
風
に
落
ち
て
い

く
の
が
楽
し
い
か
、
想
像
し
な
が
ら
仕
上
げ

ま
し
た
。


